
「国立健康危機管理研究機構（仮称）」の名称及び組織構造について（案）
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ＮＣ病院の看護師育成の機能

総合調整機能（法人の人事、予算、医療DX・ﾃﾞｰﾀｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ等）

現 行 統合後

○ 新たな専門家組織の構造については、９月２日の政府本部決定で求められている機能※を踏まえ、感染症にかかる基礎

から臨床への橋渡し・連携が行えるよう、国立感染症研究所・国立国際医療研究センターの既存機能も維持しつつ、統合

によるシナジーが最大限発揮できるようにする観点から構築する。

※ ①感染症等に関する科学的知見の基盤・拠点、②国際保健医療協力の拠点、③両機関が現在担っている事業等の着実な実施

○ このような新機構の機能（危機対応、国際協力、研究、医療提供等）を一体的・包括的に持つ組織であることから、新法人

の名称は、「国立健康危機管理研究機構（仮称）」とする。

感染症の情報分析、研究、危機対応の機能

国内外の人材の育成・派遣、
国際治験ﾈｯﾄﾜｰｸ作り等国際医療協力の機能
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統合

情報分析・危機対応部門
（感染症疫学センター、感染症危機管理研究センター等）

研究所部門
（ウイルス部、細菌部、ハンセン病研究センター等）
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法律事項

総合診療機能、臨床研究推進の機能
国立国際医療センター（病院）（仮称）

国府台病院・ＡＣＣ

臨床研究推進センター（仮称）

国際医療研究所（仮称）

国際医療協力・人材センター（仮称）

国立感染症研究・対策センター（仮称） ※感染症関係部門を統合

国立看護大学校（仮称）

基礎から臨床へ
の橋渡し・連携

エイズ治療・研究開発センター（ＡＣＣ）
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